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近
な
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今月号は、景観の届出制度についてお知らせします。
問本庁舎都市計画課　内2232

景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.4Vol.4

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～

　つぎの２つの街並みでは、どちらが落ち着いた印　つぎの２つの街並みでは、どちらが落ち着いた印
象を受けますか。象を受けますか。

　建物は街並みを構成する大きな要素です。建物の　建物は街並みを構成する大きな要素です。建物の
高さや形態、色彩など、周辺の景観との調和に配慮高さや形態、色彩など、周辺の景観との調和に配慮
することで、街並みに連続性やまとまりが感じられすることで、街並みに連続性やまとまりが感じられ
るようになり、落ち着いた印象を与えます。るようになり、落ち着いた印象を与えます。
　本市では、良好な街並みをつくるため、一定の規　本市では、良好な街並みをつくるため、一定の規

模を超える建物を建てる場合や工作物を設置する場模を超える建物を建てる場合や工作物を設置する場
合などには、事前に届出が必要となります。合などには、事前に届出が必要となります。
　また、届出の対象となる行為ごとに「景観形成基　また、届出の対象となる行為ごとに「景観形成基
準」が定められており、適合が必要となります。準」が定められており、適合が必要となります。
　届出の対象規模に満たない場合でも、基準への適　届出の対象規模に満たない場合でも、基準への適
合に努め、そこに暮らす人々が心地よく感じられる合に努め、そこに暮らす人々が心地よく感じられる
街並みを皆さんでつくっていきましょう。街並みを皆さんでつくっていきましょう。

おすすめ景観募集中おすすめ景観募集中！！
　日常生活で見つけた白河のおすすめ景観日常生活で見つけた白河のおすすめ景観
をインスタグラムで教えてください。をインスタグラムで教えてください。
※詳しくは市ホームページへ※詳しくは市ホームページへ
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古
墳
・
塚

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　
「
遺
跡
」
と
聞
く
と
、
ハ
ケ
を
持

ち
、
慎
重
に
発
掘
調
査
を
す
る
様
子

を
想
像
し
、
珍
し
い
、
遠
い
存
在
と

感
じ
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
内
に
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
６
２
４
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
、
皆
さ
ん
が
生
活
し
て
い
る

周
り
に
も
た
く
さ
ん
の
遺
跡
が
あ
り

ま
す
が
、
大
半
が
地
中
に
埋
ま
っ
て

い
る
た
め
、
存
在
に
気
付
か
ず
に
生

活
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

今
回
は
、
地
上
で
も
存
在
を
確
認

で
き
る
古
墳
と
塚
を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
上
に
盛
土
な
ど
を
行
い
、
墳
丘

を
持
つ
お
墓
が
「
古
墳
」
で
す
。

桝ま
す

形が
た

古
墳
群
は
、
東
栃
本
（
Ａ
群
）

と
東
蕪
内
（
Ｂ
群
）
の
２
か
所
の
丘

陵
に
あ
る
古
墳
群
で
す
。

　

丘
陵
地
の
林
の
中
に
直
径
５
〜
10

ｍ
ほ
ど
の
円
墳
が
複
数
確
認
さ
れ
て

お
り
、
前
方
後
円
墳
と
考
え
ら
れ
る

も
の
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
周
辺
か
ら
土は

師じ

器き

や
玉
類
、
直

刀
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
墳
丘
が
残
る
古
墳
は
、
下し

も

総う
さ

塚づ
か

古
墳
（
舟
田
）、
谷や

地ち

久く

保ぼ

古

墳
（
本
沼
）、
三さ

ん

年ね
ん

立だ
て

古
墳
（
本
沼
）、

愛あ
た

宕ご

塚づ
か

古
墳
（
借
宿
）、
鶴つ

る

子こ

谷だ
に

古

墳
群
（
表
郷
堀
之
内
）
が
あ
り
ま
す
。

　

古
墳
以
外
に
も
、
土
を
盛
り
上
げ

た
遺
跡
に
「
塚
」
が
あ
り
ま
す
。

大
信
飯い

い

土ど

用よ
う

に
は
、
白
河
と
会
津

を
つ
な
ぐ
会
津
街
道
（
白
河
街
道
）

に
設
け
ら
れ
た
一
里
塚
が
あ
り
、
直

径
７
ｍ
、
高
さ
２
ｍ
ほ
ど
の
円
形
の

塚
が
１
基
存
在
し
て
い
ま
す
。

一
里
塚
は
、
江
戸
時
代
に
主
要
な

街
道
に
、
旅
の
目
印
と
し
て
築
か
れ

た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
そ
の
地
域
に

生
活
し
た
人
々
の
存
在
や
、
多
く
の

旅
人
が
通
過
し
た
街
道
の
存
在
を
教

え
て
く
れ
る
、
大
切
な
文
化
財
で
す
。

お
知
ら
せ

▲枡形古墳群の位置

▲愛宕塚古墳

▲飯土用の一里塚

　外壁・屋根などは、不快感を与
えず、四季を通じて周辺の街並み
や自然景観と調和する落ち着いた
色彩を基調とする。

色　彩

※届出や景観形成基準の詳
　細は市ホームページへ

例えば、
こんな基準が
あるワン！
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保
健

休
日
当
番
医
・

無
料
相
談
ほ
か

子
育
て

市
長
の

手
控
え
帖

シ
リ
ー
ズ

り
ぶ
ら
ん

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

高
齢
者
サ
ロ
ン

ラ
ウ
ン
ジ

く
ら
し
の

情
報
館


